
幼児期における「遊び」は、ただ「楽しいから」ではなく、大切な学習そのものです。 

 

主体性 

子どもは自分から関心を持ち、工夫し、試行錯誤しながら遊びます。これが学びの原点です。 

 

全身を使った体験 

文字や机上の学習とは違い、体を動かし、五感を使いながら学ぶことで、記憶や理解が深まります。 

 

失敗と再挑戦 

ブロックを崩してもまた積み上げる、ルールが分からなくても繰り返し挑戦する…その過程で粘り強さ

や問題解決力が育ちます。 

 

【遊びを通して育つ力】 

 

認知的発達 → 積み木、パズル、ままごと → 数量感覚・論理的思考・想像力 

社会性   → ごっこ遊び、ルール遊び → 協調性・言葉のやりとり・感情調整 

身体能力  → 鬼ごっこ、滑り台、砂場 → 運動機能・バランス・安全感覚 

情緒の安定 → 好きな遊びに没頭 → 達成感・安心感・自信 

 

幼児期の遊びは、「学習の前段階」ではなく、まさに学習そのもの。 

大人が環境を整え、子どもが自由に挑戦・工夫できる場を保障することで、知的・社会的・情緒的な成

長が自然と促されていきます。 

 

まとめ  

「遊びは学びの原点」 

幼児にとっての学びは、大人のように机に向かって知識を覚えることではなく、自分で感じ、考え、試

し、工夫する体験の中で深まっていきます。その最も自然な形が「遊び」です。遊びの中で世界を理解

することもできます。 

 

砂場遊びで「水を混ぜると形が変わる」ことを知る。ごっこ遊びで「人とのやりとり」を体験するなど

遊びの中で考える力が育つ。そして、積み木が倒れる→どうしたら崩れないかを考える。ルールのある

遊びで負ける→次はどう工夫するか試す。などで、遊びの中で心が育ち、協調性や共感性も培われてい

きます。 

 

「遊びは知的探究の入口」 

遊びの体験が「もっと知りたい」「試したい」という知的好奇心につながる。 

遊びは生涯学習の土台となり、幼児期に培った「楽しんで学ぶ力」が、大人になってからの学びの姿勢

を支える。遊びはバランスの取れた成長を促し、頭・体・心をバランスよく発達させる統合的な学びに

なる。つまり、遊びは単なる準備段階ではなく、学びの最も自然で本質的な姿なのです。 


